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　陳情書
〔陳情趣旨〕

昨年の3月に発生した東日本大地震による福島第一原発の事故では放射性物質が大量に空気中に放出し、原子力安全保安員、海外メディアの情報ではチェルノブイリの事故を越えています。また現在、東京は東北の瓦礫の焼却をはじめ、東京都での生活は被ばくの恐怖と隣り合わせです。

宮城県女川町の「汚染がれき」焼却を予定している東京二十三区清掃一部事務組合は、１月18日、汚染焼却灰運搬の作業員が、昨年７月から９月までの３カ月間で最大0.03ミリシーベルト被曝していたことを明らかにしました。
私は昨年の11月まで東京で生活し、ワインなどの輸入の仕事をしていましたが大阪へ自主避難してきました。仕事もあり、できれば、東京を離れたくありませんでした。しかし、空気中の放射性物質の線量を考えれば、東京での生活、仕事を諦めるしかありませんでした。東京での仕事をあきらめることは残念でしたが、被ばくを避けるため、何も知らない大阪で生活し、仕事を始める決心をいたしました。
大阪で仕事をはじめようと思った矢先、大阪府での東日本大震災のがれき処理が発表され、このまま、焼却が進むようであれば、アジアの拠点を日本ではなく、東南アジアに移すしかないと考えております。

大阪府が受け入れの指針を出した震災がれきには放射性物質が含まれ、一般の焼却施設で燃やした際は、放射性物質が環境中に放出される恐れがあります。
なぜ、日本の多くの人々は、このような事態に無関心であるのか、疑問に感じています。けれど、海外の人々は放射線汚染に関し敏感です。

海外からの観光客、海外からの会社の誘致など、不可能ではないでしょうか。
日本のために、大阪の子どもたちのために、汚染されていない空気・水・土地・食べ物を守ることこそが汚染を免れた大阪の果たす重要な使命であり、大都市の役割といえるのではないでしょうか。それは、大阪の経済、日本の経済を守ることです。また、焼却をすることにより、世界中の土壌、空気、水が汚染されます。アメリカの学者、ガンダーセンも広域処理による、汚染を懸念しています。世界の中のでも有数の大都市である大阪市は、広域処理を反対し、世界のためにも汚染を少しでも広げない努力をお願いいたします。
〔陳情項目〕

日本のため、大阪のため、世界のために、東日本大震災のがれき処理を

広域処理を反対してください。
